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 １１月５日（火）から７日（木）の２泊３日、中学部３年の生徒３

名で大阪方面へ修学旅行に行きました。 

 訪問場所の決定にあたっては、事前に自分たちで、大阪についてイン

ターネットで検索し、行きたい場所や行ってみたい理由等をまとめ、友

達に発表する機会を持ったりしました。 

 大阪に着くと、人の多さや建物の大きさに驚き、初めての経験でいっ

ぱいでした。楽しみながらも切符を買ったり、施設や買い物のお金を払

ったり、自分で考えながら、わからないことは教員に聞いて成功させる

といった素晴らしい経験をすることができました。 

 ８日には、中学部全体で修学旅行の振り返り発表を行い、楽しかった

ことや学んだことを後輩達に伝えてくれました。「今までで一番楽しか

った。」と呟く３人を見て、本当に充実したものになったと実感できま

した。 

 

 

 

 １１月７日、高等部の生徒２３名を対象に薬物乱用防止教室を開催しました。  

 昨年に引き続き、那智勝浦町の薬剤師さんが来校して下さりました。薬物の怖さ

についてパワーポイントでイラストや動画をまじえつつ、詳しく教えて下さいま

した。生徒にとって分かりやすく、真剣に聞き入る時間となりました。また飲酒や

喫煙についても、体に悪影響があることを教えていただきました。生徒からは「ダ

イエットはしていいですか？」「お父さんにたばこは良くないと言います。」と質問

や感想がありました。  

 

 

 

 １１月８日、支援学校体育連盟主催の陸上競技大会が、紀三井寺公園陸上

競技場にて開催されました。本校からは高等部生徒１１名が出場し、午前中

はトラック競技、午後からはフィールド競技と４００m リレーが行われま

した。広くて綺麗な競技場、県内各地から大勢の生徒たちが集まった環境

で、普段は味わえない特別な緊張感があったと思います。どの生徒たちもそ

の緊張感を味わいながら、自分の持てる力を

精一杯発揮していました。皆さん、本当によ

く頑張っていました。  

 遠方にもかかわらず応援に来ていただいた

保護者の皆様、熱い声援をありがとうござい

ました。  
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 １１月１４日 (木)、１５日 (金 )、高等部１・２年生で太地町地域福祉センター梛にて、公共施設の

利用や集団における決まりやルールを守りながら、自分の役割に責任を持ち活動に取り組むことを

目的に校外宿泊学習を行いました。  

 １日目は、天候により散歩からカラオケに活動が変更になりましたが、好きな歌をみんなの前で

思い切り歌ったり、聞きながら手拍子をしたりと盛りあがりました。メインの活動である出し物は、

事前学習を通して、自分たちで考えたアイディアをもとに準備や練習を行ってきました。どの出し

物も大盛り上がりで、班の仲間達と協力し、楽しむ様子が見られました。高等部１・２年生の親睦

がさらに深まった行事になりました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １１月２０日（水）～２６日（火）、新宮市民運動競技場の駐車場をお借りして、地震津波を想定

した降車訓練を行いました。登校時、スクールバスが学校到着直前に地震が発生するという想定で、

日常とは異なる場所にバスが停車し、安全に降車できるか訓練しました。どのコースの児童生徒も

慌てることなく無事「集合避難場所」の旗の周りに集まることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高等部 宿泊学習 

スクールバス降車訓練 


